
公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
経
房
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(下
)

鈴

木

理

恵

第
二
節

公
事
作
法
伝
習
の
過
程

表
Ⅰ
に
は
､
仁
安
元
年
(
二

六
六
)
か
ら
承
安
四
年
(
二

七
四
)
､
安
元

二
年
(
二

七
六
)
､
治
承
四
年
(
二

八
〇
)か
ら
文
治
元
年
(
二

･八
五
)ま

で
の
経
房
の
日
記
記
事
か
ら
､
主
に
儀
式
作
法
の
伝
習
に
関
わ
る
も
の
を
ぬ

き
出
し
て
ま
と
め
た
｡
こ
の
間
を
'
名
家
の
先
達
か
ら
し
ば
し
ば
教
え
を
受

け
た
初
期
の
段
階
か
ら
､
弟
や
聾
と
の
つ
な
が
-
を
深
め
た
時
期
､
師
に
つ

い
た
時
期
を
経
て
､
経
房
が
楓
諌
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
時
期
ま
で
の
､
四

時
期
に
区
切
っ
て
詳
し
く
見
て
い
-
こ
と
に
し
た
い
｡

①
第
-
期

仁
安
元
年
～
承
安
二
年
(
二

七
二
)

日
記
(吉
部
秘
訓
紗
を
含
む
)
が
残
っ
て
い
る
の
は
仁
安
元
年
以
降
で
あ
る

た
め
'
表
Ⅰ
で
は
経
房
の
位
官
は
正
五
位
下

･
勘
解
由
次
官
ー･
上
西
門
院
判

官
代

･
蔵
人
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
'
『公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
そ
れ
以
前
の

官
歴
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡

久
安
六
年
(
二

五
〇
)六
月

同
年
七
月

仁
平
元
年
(
二

五

二
七
月

保
元
二
年
(
二

五
七
)
八
月

同
年

1
0
月

同
三
年
二
月

同
年

1
一
月

蔵
人
に
補
さ
れ
る
(元
摂
政
家
勾
当
)

叙
爵

伊
豆
守
に
任
ぜ
ら
れ
る

勘
解
由
次
官
を
兼
任
す
る

従
五
位
上
に
叙
さ
れ
る

皇
后
官
権
大
進
を
兼
任

安
房
守
に
適
任

鈴
木

‥公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
経
房
の
ネ
ッ
ー
ワ
ー
ク

(下
)

.

.同
四
年
二
月

上
西
門
院
判
官
代
と
な
る

永
暦
二
年
(
一
二
ハ
二
四
月

正
五
位
下
に
叙
さ
れ
る

長
寛
二
年
(
一
一
六
四
)
二
月

安
房
守
を
辞
し
'
猶
子
有
経
を
も

っ
て
申

任
す

仁
安
元
年
(
二

六
六
)
三
月

昇
殿

八
歳
で
叙
爵
'

1
五
歳
で
勘
解
由
次
官
と
皇
后
官
権
大
進
に
任
ぜ
ら
れ
て

い
る
｡

任
皇
后
官
権
大
進
は
続
子
内
親
王
の
立
后
に
伴
う
も
の
で
､
翌
年
院

号
上
西
門
院
に
よ
り
経
房
も
そ
の
判
官
代
と
な
っ
て
い
る
｡
先
述
し
た
よ
う

に
勘
解
由
次
官
や
宮
司
は
名
家
の
人
び
と
が
た
ど
る
官
職
で
あ
っ
た
か
ら
､

経
房
は
順
調
に
名
家
と
し
て
の
歩
み
を
た
ど
っ
て
い
た
と
い
え
る
｡

仁
安
元
年
八
月
二
七
日
に
六
条
天
皇
の
も
と
で
五
位
蔵
人
と
な
-
､
本
格

的
な
実
務
官
人
生
活
が
始
ま
っ
た
｡
当
時
の
蔵
人
頭
に
は
藤
原
朝
方

･
藤
原

実
家
'
五
位
蔵
人
に
は
藤
原
長
方
が
い
た
｡
実
家
は
公
季
流
'
朝
方

･
長
方

は
勧
修
寺
流
で
あ
っ
た
｡
経
房
は
早
速
九
月
初
め
に
平
親
範
や
藤
原
忠
親
に

職
事
故
実
を
尋
ね
て
い
る
｡
ま
た
､
蔵
人
と
な
っ
て
最
初
の
儀
式
で
あ
る
青

書
の
作
法
に
関
し
て
両
人
か
ら
習
う
と
と
も
に
'
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
藤

原
成
頬
の
近
例
を
参
考
に
し
た
り
'
朝
方
に
家
習
を
尋
ね
た
-
'
｢先
人
記
｣

｢故
三
品
記
｣
を
引
勘
し
て
い
る
｡

｢
先
人
記
｣
は
､
い
う
ま
で
も
な
-
経
房
の
父
光
房
の
日
記
で
あ
る
｡
光

房
は
経
房
が

二

一歳
の
こ
ろ
に
卒
去
し
た
か
ら
'
直
接
の
教
え
を
受
け
る
わ

1
九
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け
に
は
い
か
ず
'
日
記
を
引
勘
す
る
こ
と
で
不
審
を
散
じ
よ
う
と
し
た
よ
う

だ
が
､
所
見
な
く
参
考
に
は
な
ら
な
か
っ
た
｡

成
頬
と
朝
方
は
勧
修
寺
流
に
属
し
､
そ

れ

ぞ

れ
経
房
の
曾
祖
父
為
房
の

男
で
あ
る
顕
隆
と
朝
隆
の
子
孫
に
あ
た
る
｡
成
頬
は
顕
頼
(顕
隆
男
)
の
男
で

長
家
流
の
俊
忠
女
を
母
と
す
る
が
､
兄
光
頬
の
猶
子
と
な
っ
た
｡
勘
解
由
次

官
'
皇
后
宮
(
統
子
内
親
王
)
権
大
進
､
五
位
蔵
人
､
中
宮
(
二
条
天
皇
中
宮

妹
子
内
親
王
)大
進
､
蔵
人
頭
を
歴
任
す
る
い
っ
ぼ
う
で
弁
官
歴
(右
少
弁
～

左
中
弁
)を
有
し
､
仁
安
元
年
八
月
に
参
議
に
つ
い
た
ば
か
-
の
≡

1
歳
(経

房
よ
-
七
歳
年
長
)
だ
っ
た
｡
朝
方
は
朝
隆
の
男
で
春
宮
(
守
仁
=
二
条
)
権

大
進
､
五
位
蔵
人
､
造
東
大
寺
長
官
､
蔵
人
頭
な
ど
を
歴
任
し
な
が
ら
'
左

少
弁
か
ら
右
大
弁
ま
で
の
弁
官
を
経
た
｡
仁
安
元
年
当
時
頭
弁
で
､
三
二
歳

で
あ
っ
た
｡
五
位
蔵
人
を
経
た
勧
修
寺
流
に
は
成
頼
･朝
方
の
ほ
か
に
惟
方
･

行
隆
∴
重
方

･
為
親
な
ど
が
い
た
が
'
経
房
が
ふ
た
り
を
参
考
に
す
べ
き
先

達
と
し
て
選
ん
だ
の
は
､
朝
方
が
当
時
の
蔵
人
頭
､
成
頼
が
そ
の
前
任
者
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡

平
親
範
は
高
棟
流
桓
武
平
氏
に
属
し
'
経
房
の
妻
の
兄
に
当
た
る
｡
ま
た
t

の
ち

に
親
範
の
女
は
経
房
の
男
走
経
の
室
と
な
っ
た
｡
｢
故
三
品
記
｣
と
は

経
房
の
妻
の
父
'
す
な
わ
ち
平
範
家
の
日
記
で
あ

る
｡
範
家
は
為
隆
女
を

母
と
す
る
か
ら
'
範
家

･
親
範
の
流
れ
は
高
棟
流
桓
武
平
氏
の
な
か
で
も

為
隆
流
と
つ
な
が
り
が
深
い
｡
範
家
は
､
治
部
少
輔
､
春
宮
(体
仁
-
近
衛
)

権
大
進
'
五
位
蔵
人
､
木
工
頭
'
勘
解
由
次
官
､
右
衛
門
権
佐
､
蔵
人
頭
な

ど
を
歴
任
し
､
弁
官
歴
(右
少
弁
～
右
大
弁
)を
有
L
t
≡
事
兼
帯
を
果
た
し

た
｡
保
元
二
年
に
従
三
位
に
叙
さ
れ
た
が
'
平
治
元
年
に
出
家
し
､
応
保
元

年
(
二

六

1
)
入
滅
し
た
.
親
範
は
'
勘
解
由
次
官
､
五
位
蔵
人
'
皇
后
宮

(統
子
内
親
王
)
大
進
'
蔵
人
頭
な
ど
を
経
る
と
同
時
に
､
弁
官
歴
(右
少
弁

軌
代･7Y:撤収星

○
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～
左
中
弁
)
を
有
し
､
仁
安
元
年
当
時
三
〇
歳
で
参
議
の
座
に

あ

っ
た
｡
本

来
'
範
家
が
生
き
て
い
れ
ば
､
如耳
た
る
経
房
は
そ
の
楓
諌
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
は
ず
で
あ
っ
た
｡
経
房
と
範
家
女
と
の
間
の
子
走
経
は
保
元
三
年

(
二

五
八
)
に
誕
生
し
て
い
る
か
ら
､
遅
-
と
も
経
房
が

1
六
歳
の
こ
ろ
に

は
範
家
女
と
の
婚
姻
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
経
房
は
､
範
家
が
菱

ず
る
ま
で
の
数
年
間
に
範
家
か
ら
楓
諌
を
受
け
た
こ
と
も
あ

っ
た
(.I).
し

か
し
､
範
家
が
乗
じ

てか
ら
は
範
家
の
日
記
を
参
照
し
た
り
'
親
範
を
通
じ

て
範
家
の
説
を
闘
い
た
り
す
る
し
か
な
か
っ
た
｡
親
範
は
'
経
房
に
と
っ
て

義
兄
に
ふ
さ
わ
し
い
頼
り
に
な
る
存
在
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
承
安
四
年

(
二

七
四
)
六
月
に
出
家
し
た
親
範
を
八
月

1
九
日
に
大
原
に
訪
ね
た
経
房

は
'
親
範
に
対
面
し
て
随
喜
の
涙
を
流
し
て
い
る
｡
親
範
は
出
家
後
も
経
房

に
楓
諌
を
与
え
る
な
ど
し
て
'
第
Ⅳ
期
ま
で

〓
点
し
て
ふ
た
-
の
つ
な
が
-

は
保
た
れ
た
｡

藤
原
忠
親
は
師
実
流
に
属
し
､
左
衛
門
佐
'
五
位
蔵
人
､
右
少
将
､
蔵

人
頭
､
中
宮
権
亮
な
ど
を
経
て
､
仁
安
元
年
当
時
三
六
歳
で
､
正
四
位
下
参

議
､
左
中
将
で
あ
っ
た
｡
日
記
に
『山
根
記
』
が
あ
り
'
『貴
嶺
問
答
』
を
書
い

て
い
る
｡
後
述
す
る
よ
う
に
経
房
は
治
承
四
年
頃
か
ら
忠
親
に
し
ば
し
ば
公

事
作
法
に
関
す
る
教
え
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
が
､
第
-
期
は
ま
だ
師
事
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
｡
経
房
が
忠
親
に
と
き
お
り
作
法
を
尋

ね
て
い
る
の
は
､
忠
親
が
経
房
の
姉
妹
を
妻
と
L
t
経
房
の
弟
隆
遍
を
猶
子

(川)と
し
て
経
房
と
親
眼
の
間
柄
で
あ
っ
た

(m･･)こ
と
と
､
こ
の
当
時
か
ら
忠

親
の
有
職
の
聞
こ
え
が
高
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
｡

経
房
は
仁
安
二
年
正
月
三
〇
日
に
右
衛
門
権
佐
と
な
っ
た
｡
当
時
の
検
非

違
使
別
当
は
正
三
位
権
中
納
言
左
衛
門
督
藤
原
隆
季
'
左
衛
門
権
佐
は
正
五

位
下
藤
原
長
方
'
右
衛
門
権
佐
は
正
五
位
下
藤
原
盛
隆
で
､
衛
門
権
佐
は
勧

鈴
木

‥
公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
経
房
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(下
)

修
寺
流
が
占
め
て
い
た
｡
宮
崎
康
充
氏
に
よ
っ
て
｢
十

{
世
紀
初
頭
よ
り
検

非
違
使
佐
は
大
部
分
が
こ
の
三
家
(
勧
修
寺
流

･
内
麻
呂
流

二
日同
株
流
平
氏

-

引
用
者
註
)
か
ら
補
任
さ
れ
､
時
代
が
下
る
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
く
な

る
の
で
あ
る
｣

(･6)と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
-
､
勧
修
寺
流
の
人
び
と
は

早
-
か
ら
検
非
違
使
佐
を
官
途
に
加
え
て
い
た
｡
と
こ
ろ
が
､
経
房
の
祖
父

為
隆
と
父
光
房
は
検
非
違
使
任
を
経
て
お
ら
ず
､
経
房
は
父
祖
二
代
の
日
記

に
頼
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
｡
そ
こ
で
曾
祖
父
為
房
と
そ
の
父
隆
方
の

日
記
や
伯
父
憲
方
の
記
録
を
参
照
し
て
い
る
｡
ま
た
'
傍
系
親
族
で
あ
る
顕

隆

･
重
隆

･
朝
隆
な
ど
の
日
記
も
利
用
さ
れ
た
｡
な
か
で
も
重
隆
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
記
録
が
比
較
的
多
く
引
勘
さ
れ
て
い
る
｡

勧
修
寺
流
藤
原
氏
に
は
検
非
違
使
任
に
関
す
る
説
が
豊
富
に
蓄
え
ら
れ
て

い
た
｡
そ
れ
ら
は
､
日
記
と
し
て
文
字
を
媒
介
に
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
､

父
祖
や
姻
戚
か
ら
口
頭
伝
達
や
所
作
の
形
で
伝
え
ら
れ
て
子
孫
の
身
体
に
蓄

積
さ
れ
て
い
た
.
そ
う
し
た
こ
と
は
'
『書
記
』
の
仁
安
三
年
二
月

1
六
日

･

嘉
応
元
年
六
月
二
三
日
･安
元
二
年
五
月
二
八
日
条
な
ど
に
よ
っ
て
窺
え
る
｡

経
房
は
､
な
に
か
不
審
が
生
じ
た
際
に
は
諸
説
を
尋
ね
､
日
記
に
整
理
し
て

記
し
て
い
る
｡
た
と
え
ば
'
仁
安
三
年
二
月

〓
ハ
日
の
非
常
敵
の
際
に
廷
尉

佐
が
狩
胡
諒
を
帯
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
た
｡
家
の
な
か
に

は
両
説
が
あ

っ
た
｡
諸
説
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
｡

敏
枝
察
使
(顕
隆
)
と
そ
の
子
孫
-

･顕
隆
は
季
綱
(顕
隆
の
室
は
季
綱
女
)

の
説
に
就
い
て
狩
胡
諒
を
帯
せ
ず
､
･顕
隆
の

子
孫
顕
頼
以
下
も
み
な
帯
せ
ず
｡

二
条
右
金
吾
(重
隆
)
二

･
為
房
の
楓
諌
に
就
き
毎
度
帯
す
｡

左
少
弁
為
親

二

･
枚
四
条
相
公
(親
隆
)
の
あ
と
を
継
い
で
帯
す
｡

故
冷
泉
(朝
隆
)
･
･
･
平
胡
幕
を
帯
す
.

二

1
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･
頭
刑
部
卿
(憲
方
)
-
･狩
胡
諒
を
帯
し
て
い
た
ら
し

い
が
確
か
で
は
な
い
｡

大
府
卿
(為
房
)
･

･
永
保
三
年
非
常
赦
の
と
.き
'
弓
箭
を
解
か
な
か
っ

た
由
の
記
録
あ
-
｡

但
州
(隆
方
)
･

･
康
平
二
二
二
年
の
両
度
､
胡
諒
を
帯
す
｡

特
に
注
目
ざ
れ
る
の
は
､
為
親
に
つ
い
て
｢左
司
郎
殊
有
二
執
気
1'
且
随

(之
)

二
彼
楓
諌
二

当
職
事
偏
伝
二
彼
説
1
々
故

也
｣
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
.
そ
の
こ

と
ば
通
-
､
経
房
は
衛
門
権
佐
に
在
任
中
､
為
親
か
ら
し
ば
し
ば
楓
諌
を
受

け
て
い
た
｡
ま
た
検
非
違
使
別
当
で
あ

っ
た
平
時
忠
に
も
尋
ね
て
い
る
｡
.安

元
二
年
五
月
二
八
日
条
で
は
､
繰
戻
が
廷
尉
任
で
あ

っ
た
当
時
'
着
鉄
政
に

お
け
る
廷
尉
佐
の
第
と
扇
の
持
ち
手
と
歩
行
の
作
法
に
つ
い
て
為
親
と
時
忠

の
説
を
用
い
た
こ
と
や
両
人
か
ら
口
伝
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て
い

る
｡為

親
は
勧
修
寺
流
に
属
し
'
親
隆
の
男
で
､
為
隆
女
を
母
と
す
る
｡
為
親

の
男
為
成
は
経
房
の
猶
子
と
な

っ
て
い
る
か
ら
､
傍
系
親
族
に
あ
た
る
と
は

′
い
え
経
房
と
は

つ
な
が
-
が
深
い

(=)｡
為
親
は
皇
后
官
権
少
進
､
中
宮
棒

大
進
'
五
位
蔵
人
'
左
衛
門
権
佐
な
ど
を
経
て
､
仁
安
二
年
左
少
弁
と
な

っ

た
が
､
承
安
二
年
従
四
位
上
右
中
弁
の
と
き
に
卒
去
し
た
｡
経
房
が
､
廷
尉

佐
に
関
し
て
偏
に
為
親
の
説
を
伝
え
た
理
由
は
､
安
元
二
年
五
月
二
八
日
条

の
次
の
よ
う
な
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
｡

故
為
親
朝
臣
者
､
成
人
之
時
､
副
二
厳
親
隆
卿
一､
々
々
.々
者
廷
尉
有
識
､

頗
少
二
比
類
ir
是
受
二
二
条
金
吾
之
説
山､
件
金
吾
中
古
無
双
有
職
也
'

為
二
卿
殿
息
i'
為
二
平
石
大
丞
箪

l'
熟
蒙
二
両
人
之
楓
諌

1了
､
彼
説
尤

可
二
信
受

i欺
､
故
右
中
丞
ハ
､
当
時
先
達
等
習
礼
之
時
､
用
二
先
達
人
i欺
､

す
な
わ
ち
､
為
親
は
親
隆
の
説
を
受
け
継
い
だ
が
'
親
隆
は
比
類
少
な

い
ほ
ど
の
廷
尉
の
有
職
で
あ

っ
た
｡
親
隆
は
兄
重
隆
の
子
と
な
っ
て
そ
の
説

二
二

を
受
け
た
が
､
重
隆
は
中
古
に
双
無
さ
有
職
で
あ

っ
た
(捕
)｡
と

い
う
の
も
'

重
隆
は
為
房
の
息
と
し
て
平
時
範
の
聾
と
し
て
両
人
か
ら
楓
諌
を
受
け
て
い

る
か
ら
で
あ
る
｡
つ
ま
り
､
為
房
の
楓
諌
が
重
隆
や
親
隆
を
経
て
為
親

へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
経
房
は
以
上
の
よ
う
な
認
識
に

基
づ
い
て
為
親
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
重
隆
の
日
記
が
多
-
刺

用
さ
れ
て
い
る
の
も
､
右
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
｡

平
時
忠
は
'
高
棟
流
桓
武
平
氏
に
属
し
､
刑
部
大
輔
､
右
衛
門
権
佐
､
左

衛
門
権
佐
､
五
位
蔵
人
'
蔵
人
頭
､
参
議
､
右
兵
衛
督
､
右
衛
門
督
を
経
る

い
っ
ほ
う
で
弁
官
歴
を
有
し
､
嘉
応
元
年
当
時
正
三
位
権
中
納
言
で
あ

っ
た
｡

前
年
に
は
検
非
違
使
別
当
の
宣
旨
を
受
け
て
い
た
｡
経
房
は
廷
尉
任
の
経
験

を
有
す
る
使
別
当
と
し
て
の
時
忠
に
尋
ね
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
､

仁
安
二
年
九
月
二
八
日
条
や
嘉
応
元
年
三
月

〓
二
日
条
で
は
高
棟
流
桓
武
平

氏
の
行
親
や
｢天
治
実
親
｣
の
例
が
参
照
さ
れ
て
い
る
｡
行
親
は
長
暦
年
間
に
'

実
親
は
天
治
年
間
に
､
右
衛
門
権
任
の
任
に
あ

っ
た
か
ら
､
そ
れ
ら
の
例
が

引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

嘉
応
二
年
正
月

1
八
日
に
な
る
と
'
経
房
は
左
少
弁
を
兼
任
し
た
｡
同
年

七
月
に
左
衛
門
権
佐
を
辞
す
る
ま
で
の
半
年
間
で
は
あ

っ
た
が
､
｢
至
極
之

朝
奨
｣
(柑
)と

い
わ
れ
た
三
事
兼
帯
を
果
た
し
た
｡
弁
官
構
成
は
次
の
よ
う

に
な

っ
た
｡

左
大
弁

右
大
弁

左
中
弁

右
中
弁

権
右
中
弁

左
少
弁

藤
原
実
綱
(公
季
流
)

藤
原
俊
経
(内
麻
呂
流
)

藤
原
長
方
(勧
修
寺
流
)

藤
原
為
親
(勧
修
寺
流
)

藤
原
重
方
(勧
修
寺
流
)

藤
原
経
房
(勧
修
寺
流
)



右
少
弁

藤
原
兼
光
(内
麻
呂
流
)

実
綱
以
外
の
弁
官
は
名
家
に
属
す

る
人
び

と

で
あ

っ
た
｡
勧
修
寺
流
は

朝
隆
(
保
延
三
年
(
1
二
二
七
)
任
左
少
弁
)
以
降
､
内
麻
呂
流
は
有
信
(
塞

治
六
年
(

一
〇
九
二
)
任
左
少
弁
)
以
降
'
桓
武
平
氏
は
範
家
(
久
安
四
年

(
二

四
八
)
任
左
少
弁
)
以
降
に
､
ほ
ぼ
恒
常
的
に
弁
官
を
出
し
始
め
て
お

り
'

二

一世
紀
半
ば
に
は
弁
官
が
名
家
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
状
態
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
｡
た
だ
し
､
完
全
に
他
氏
を
排
除
す
る
に
は
至
っ
て
い
な

か
っ
た
｡
経
房
が
､
長
方

･
重
方

･
為
親

･
成
頼
な
ど
の
勧
修
寺
流
や
内
麻

呂
流
の
俊
経
と
い
っ
た
名
家
の
先
達
に
尋
ね
る
だ
け
で
な
-
､
実
綱
や
源
雅

頼
か
ら
も
弁
官
作
法
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
(五
月
九
日
二

1
日
条
)
の
は
､

そ
の
た
め
で
あ
る
｡
源
雅
頼
は
村
上
源
氏
に
属
し
､
中
納
言
雅
兼
の
男
で
､

保
元
元
年
〓

1
五
六
)左
少
弁
か
ら
始
ま
っ
て
､
権
右
中
弁
､
左
中
弁
､
右

大
弁
を
経
て
'
嘉
応
元
年
に
左
大
弁
を
去
り
権
中
納
言
に
昇
る
ま
で

二
二
年

間
余
-
の
弁
官
歴
を
有
し
た
｡
笑
納
は
公
季
流
に
属
し
､
内
大
臣
公
教
の
男

で
'
仁
安
1
1年
に
右
大
弁
に
直
任
さ
れ
､
雅
稀
の
あ
と
を
う
け
て
左
大
弁
と

な
っ
た
｡

弁
官
に
就
い
て
か
ら
経
房
は
､
特
に
成
頬
か
ら
楓
諌
を
受
け
る
こ
と
が
多

か
っ
た
｡
承
安
二
年
二
月
に
権
右
中
弁
に
任
ぜ
ら
れ
て
間
も
な
-
､
成
頼
を

訪
ね
て
列
見
や
政
の
こ
と
な
ど
種
々
の
公
事
に
関
す
る
話
を
聞
い
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
､
経
房
が
成
頼
を
頼
-
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
｡
成
頼
は
､

平
治
元
年
(
二

五
九
)
五
月
右
少
弁
か
ら
始
ま

っ
て
､
権
右
中
弁
'
右
中
弁

を
経
て
､
仁
安
元
年
〓

1
六
六
)
六
月
に
左
中
弁
を
離
れ
る
ま
で
の
七
年
間

の
弁
官
歴
を
有
す
る
か
ら
'
弁
官
作
法
を
尋
ね
る

1
門
先
達
と
し
て
ふ
さ
わ

し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
｡
成
頼
と
ほ
ほ
同
時
期
に
弁
官
を
勤
め
た
朝
方
も
楓
諌

を
受
け
る
に
は
適
当
な
人
物
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
､
朝
方
は
権
右
中
弁
を

鈴
木

‥
公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
繰
戻
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(下
)

経
て
い
な
か
っ
た
｡

以
上
の
よ
う
に
､
第
-
期
は
､
経
房
が
五
位
蔵
人

･
検
非
違
使
佐

･
左
少

弁
(1
権
右
中
弁
)を
任
ぜ
ら
れ
三
事
兼
帯
を
果
た
し
て
実
務
官
人
と
し
て
活

躍
し
た
時
期
で
､
名
家
の
先
達
か
ら
数
え
を
受
け
な
が
ら
公
事
を
奉
行
し
た

時
期
で
あ
る
｡
後
述
す
る
第

Ⅱ
期
以
降
に
比
し
て
､一
為
隆
流
以
外
の
傍
系
親

族
(な
か
で
も
為
親
や
成
頼
)
か
ら
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
｡
本
格

的
な
実
務
宮
人
生
活
に
入
っ
た
大
事
な
時
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
頼

り
に
な
る
べ
き
直
系
の
父
祖
や
兄
た
ち
は
み
な
死
去
し
て
お
-
'
日
記
や
記

録
類
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
｡
松
薗
斉
氏
に
よ
れ
ば
'
経
房
が
先
例
引

勘
に
日
記
を
利
用
す
る
場
合
に
は
､
直
系
の
父
祖
の
日
記
に
比
重
を
置
く
と

と
も
に
､
経
房
の
大
叔
父
に
あ
た
る
人
び
と
の
日
記
も
か
な
り
引
勘
さ
れ
て

い
る
と

い
う
(R
).
加
え
て
男
平
範
家
の
日
記
も
使
わ
れ
た
｡
こ
の
よ
う
な

故
人
の
残
し
た
日
記
か
ら
得
ら
れ
る
先
例
や
故
実
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
当

然
だ
が
､
な
ん
と
い
っ
て
も
公
事
作
法
は
先
達
か
ら
教
え
を
受
け
た
-
口
伝

を
聞
い
た
-
す
る
こ
と
が
大
事
と
さ
れ
た
か
ら
(a
)'
経
房
に
と
っ
て
は
傍

系
親
族
の
為
親

･
成
頼
や
姻
戚
の
平
親
範
が
頼
り
だ
っ
た
に
違
い
な
い
｡

②
第
Ⅱ
期
承
安
四
年
(
二

七
四
)
～
安
元
二
年
(
二

七
六
二
ハ
月

第
Ⅲ
期
は
､
経
房
の
日
記
が
承
安
四
年
の
二
二
二
月
と
八
･九
月
お
よ
び
安

元
二
年
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
し
か
残

っ
て
い
な
い
の
で
､
実
質
は
七
か
月

間
し
か
な
い
｡
し
か
し
､
経
房
が
弟

･
男

･
葺
な
ど
身
近
な
親
族
と
の
交
遊

を
深
め
た
と
い
う
点
で

l
時
期
と
し
て
区
切
る
べ
き
だ
と
考
え
た
｡
当
該
期

は
権
右
中
弁
(安
元
元
年

二

一月
八
日
以
降
は
右
中
弁
)だ
け
を
勤
め
て
い
れ

ば
よ
-
､
第
-
期
の
三
事
兼
帯
の
忙
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
'
第
Ⅲ
期
に
蔵
人

頭

･
参
議
な
ど
の
重
職
や
高
倉
院
別
当
に
補
さ
れ
る
の
を
前
に
し
た
､
比
較

的
に
余
裕
の
あ
る
時
期
で
あ

っ
た
｡

二三



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
学
論
叢

第
六
十
二
号

(二
〇
〇
三
年
)

承
安
四
年
二
月

一
四
二

六
日
条
は
､
第
.Ⅱ
期
を
象
徴
す
る
記
事
で
あ
る
｡

1
四
日
に
は
弟
隆
遍
の
伝
法
港
頂
後
朝
の
儀
が
お
こ
な
わ
れ
､
経
房
の
弟
三

人
(兵
部
権
少
輔
光
綱

･
前
皇
后
官
大
進
光
長

･
日
向
守
定
長
)
､
男
の
安
房

守
走
経
､
聾
の
讃
岐
少
将
平
時
実
な
ど
が

一
堂
に
会
し
た
｡

一
六
日
に
は
､

経
房
は
､
時
実
､
定
経
､
定
長
や
親
友
等
六
､
七
人
を
伴
っ
て
平
氏
ゆ
か

-

の
寺
廻
り
を
し
た
あ
と
'
勘
解
由
小
路
の
事
に
向
か
っ
て
馨
の
公
時
に
会
う

て
い
る
｡
時
実
は
高
棟
流
桓
武
平
氏
で
時
忠
二
男
に
あ
た
る
9
も
う
ひ
と
り

の
知耳
公
時
は
公
季
流
藤
原
氏
で
英
国
の
男
で
あ
る
｡
当
時

一
八
歳
'
正
五
位

下
侍
従
で
あ
っ
た
｡

承
安
四
年
に
は
､
し
ば
し
ば
弟
た
ち
(兵
部
-

光
綱
'
大
進
=

光
長
､
日

州
=

定
長
)
や
聾
の
拾
遺
(公
時
)
と
文
事
が
催
さ
れ
た
｡
特
に
二
月
か
ら
三

月
に
か
け

て次
の
よ
う
に
関
連
記
事
が
多
い
｡
((

)内
は
双
行
注
｡
)

二
月

1
九
日

拾
遺

･大
進

･兵
部
･
日
州
等
不
レ
慮
来
臨
'
管
長
守
又
来
､

賦

一
首
､
入
レ
夜
分
散
'

三
月

1
日

右
少
弁
有
二
詩
合
l'
題
云
､
花
綻
老
人
家
(
春
字
)

三
月
六
日
･
成
光
朝
臣
来
､
談
二
文
道
草
1'

三
月

l
O
日

拾
遺

･
兵
部
八
白
二
去
夜
1宿
)
･
日
州
来
臨
､
文
士
二
両
元

自
在
之
､
有
二
連
句
之
興
｢

又
賦

一
首
(
郊
居
言
志
､･
勤
'
)

三
月

一
四
日

朝
間
肥
州
来
臨
､
談
二
文
道
事
l､

三
月
二

l
日

拾
遺
来
臨
､
有
二
聯
句
1､

三
月
二
三
日

大
進
以
下
親
賓
来
臨
'
展
二
詩
庸
一､
(
題
云
'
花
林
似
画
図
㌧

探
韻
､
)､
有
二
連
句
l､
入
レ
夜
分
散
､

三
月
二
四
日

今
日
賦

1
首
(
春
深
持
相
家
'
題
中
t
Vt
兵
部
日
来
来
宿
､

日
州
去
夜
宿
侍
､
個
所
二
相
企
l也
'
非
レ
無
レ
輿
而
巳
'･

三
月
二
九
日

但
拾
遺
会
送
二
詩
題
ilL1'
春
尽
視
聴
中
､
(
題
中
､
)

二
四

経
房
は
､庵
士
の
藤
原
威
光
や
肥
州
(藤
原
光
経
)と
文
通
を
談
ず
る
ほ
か
'

右
少
弁
平
親
宗
(F])家
の
詩
合
に
弟
三
人
と
と
も

に
出
席
し
た
り
'
弟
と
箪

公
時
を
交
え
て
連
句
を
お
こ
な
っ
た
-
し
て
い
る
｡
光
綱
は
『尊
卑
分
脈
』
に

よ
れ
ば
経
房
の
す
ぐ
下
の
弟
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
｡
民
部
卿
光
忠
女

の
阿
波
内
侍
を
母
と
し
､
『兵
範
記
』
保
元
元
年
八
月
六
日
条
に
よ
れ
ば
､
経

房
と
同
年
齢
で
あ
る
｡
関
自
家
勾
当
'
六
位
蔵
人
を
経
て
'
第
Ⅱ
期
当
時
は

兵
部
権
少
輔
で
あ

っ
た
｡

の
ち
兵
部
大
輔
､
中
宮
(乎
徳
子
)大
進
､
左
京
権

大
夫
､
五
位
蔵
人
と
な
っ
た
｡
光
長
は
経
房
と
同
母
で
'
経
房
よ
り

一
歳
下

で
あ
る
｡
兵
部
権
少
輔
'
中
宮
(育
子
)権
大
進

･
大
進
､
皇
后
宮
大
進
な
ど

を
歴
任
し
､
安
元
元
年

二

一月
に
右
衛
門
権
任
に
任
ぜ
ら
れ
た
｡
の
ち
に
は

≡
事
兼
帯
を
果
た
し
､
蔵
人
頭
'
興
福
寺
長
官
､
参
議
､
右
大
弁
､
勘
解
由

長
官
な
ど
を
歴
任
し
た
｡
走
長
の
母
は
丹
後
守
藤
原
為
忠
女
で
あ
っ
た
｡
経

房
よ
-
六
歳
下
で
､
安
元
二
年
に
日
向
守
か
ら
安
房
守
に
転
じ
た
｡
定
長
も

三
事
兼
帯
し
た
の
ち
'
造
東
大
寺
長
官
､
蔵
人
頭
､
修
理
左
宮
城
便
'
参
議
'

左

･
右
大
弁
'･
讃
岐
権
守
､
勘
解
由
長
官
な
ど
を
勤
め
た
｡

こ
う
し
て
第

Ⅱ
期
に
は
弟
や
聾
と
文
事
を
通
じ
て
の
交
遊
が
深
め
ら
れ
､

公
事
作
法
に
つ
い
て
も
経
房
か
ら
弟
た
ち
に
楓
諌
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
｡
作
文
や
連
句
は
単
な
る
遊
び
で
は
な
く
､
稽
古
で
あ
っ
た
と
考
え

ンち
れ
る
?
弁
官
の
よ
う
な
文
書
を
掌
る
官
職
に
は
詩
を
つ
-
る
才
能
が
求
め

ら
れ
た
(空
｡
蔵
人
や
勘
解
由
使
'
衛
門
権
佐
な
ど

に
も
平
安
時
代
初
期
よ

り
文
章
生
も
し
-
は
文
章
得
業
生
の
出
身
者
が
任
ぜ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た

(a)か
ら
'
こ
れ
ら
の
官
職
を
世
襲
的
に
勤
め
る
た
め
に
は
紀
伝
道
に
通
じ

て
お
-
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
(空
｡

③
第
Ⅲ
期

治
承
四
年
'(
二

八
〇
)
～
寿
永
元
年
(
二

八
二
)
四
月
ご
ろ

安
元
二
年
七
月
以
降
治
承
四
年
初
め
ま
で
の
日
記
は
'
ご
-

一
部
を
除
い



て
欠
け
て
い
る
｡
こ
の
閉
経
房
は
､
治
承
元
年

二

一月
に
内
蔵
頭
に
､
同
三

年

1
0
月
に
蔵
人
頭
と
左
中
弁
に
任
ぜ
ら
れ
た
.
お
そ
ら
-
頭
弁
就
任
を
契

機
に
左
府
藤
原
経
宗
と
堀
河
納
言
忠
親
に
師
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
(2q)｡
さ
ら
に
養
和
元
年
(
二

八

一
)
暮
れ
に
は
参
議

･
左
大
弁
に
任
ぜ

ら
れ
た
｡
参
議
大
弁
と
も
な
れ
ば
儀
式
の
上
卿
を
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
出
て
-
る
｡
ま
す
ま
す
公
事
作
法
に
熟
達
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た

こ
と
が
､
両
名
と
経
房
と
の
師
弟
関
係
が
深
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
｡

藤
政
経
宗

(
F;)
は
､
大
炊
御
門
流
に
属
し
､
正
二
位
行
大
納
言
経
実
の
男

で
従
三
位
公
子
(春
宮
大
夫
藤
原
公
実
と
勧
修
寺
流
藤
原
光
子
の
女
)
を
母
と

す
る
｡
摂
政
太
政
大
臣
師
実
の
孫
に
あ
た
る
｡
右
少
将
'
左
中
将
'
蔵
人
頭

な
ど
を
経
て
'
久
安
五
年
(
二
L
四
九
)参
議
'
仁
平
三
年
(
二

五
三
)
従
三

位
と
な
っ
た
｡
経
宗
の
妹
孫
子
が
雅
仁
親
王
(後
白
河
天
皇
)
と
の
間
に
儲
け

た
守
仁
親
王
が
久
寿
二
年
(
二

五
五
)九
月
に
皇
太
子
と
な

っ
て
か
ら
保
元

三
年
(
二

五
八
)
八
月
に
二
条
天
皇
と
し
て
践
酢
す
る
ま
で
春
宮
権
大
夫
を

勤
め
た
｡

そ
の
間
､
権
中
納
言
'
右
衛
門
督
'
検
非
違
使
別
当
'
中
納
言
を

経
て
､
従
二
位
権
大
納
言
に
昇
っ
て
い
た
｡
し
か
し
､
後
白
河
院
政
を
廃
し

て
二
条
天
皇
親
政
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
永
暦
元
年
〓

1
六
〇
)阿

波
国
に
配
流
と
な
っ
た
｡
そ
の
後
応
保
二
年
(
二

六
二
)
に
召
還
さ
れ
'
長

寛
二
年
(
二

六
四
)
に
正
二
位
右
大
臣
､
仁
安
元
年
に
左
大
臣
に
昇

っ
た
｡

経
宗
は
父
経
実
(為
房
女
を
妻
と
し
た
)と
母
公
子
を
通
じ
て
勧
修
寺
流
と
関

わ
り
が
あ
る
が
'
経
房
が
経
宗
を
公
事
の
師
と
し
た
の
は
､
経
宗
が
儀
式
作

法
に
通
じ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡

経
宗
に
師
事
し
た
と
は
い
っ
て
も
､
治
承
四
年
か
ら
菱
和
元
年
に
か
け
て

は
､
他
の
用
件
で
経
宗
の
許
に
赴
い
た
つ
い
で
に
公
事
作
法
を
尋
ね
る
こ
と

鈴
木

‥
公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
経
房
の
ネ
ッ
ー
ワ
ー
ク

(下
)

が
多
か
っ
た
の
だ
が
､
寿
永
元
年
の
春
除
目
で
経
房
が
参
議
大
弁
と
し
て
執

筆
を
担
当
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
か
ら
は
､
執
筆
作
法
を
尋
ね
る
こ
と
を
主

目
的
に
左
府
の
邸
宅
に
赴
-
よ
う
に
な
っ
た
｡
執
筆
作
法
に
関
し
て
は
源
雅

頼
や
忠
親
に
も
教
え
を
受
け
た
｡
経
房
が
日
記
寿
永
元
年
三
月
六
日
条
に
｢為

二
参
議
1奉
二
仕
執
筆
-儀
及
二
三
代
I'
未
レ
聞
=
其
例
i'
曾
祖
父
大
府
卿
天

永
二
年
勤
レ
之
'
八
一
度
)､
祖
父
左
大
丞
'
天
治
大
治
之
比
勤
仕
及
二
十
度

1｣

と
書
い
て
い
る
と
お
り
'
経
房
の
曾
祖
父
為
房
や
祖
父
為
隆
も
こ
の
役
を
勤

め
た
こ
と
が
あ

っ
た
.
参
議
為
房
は
天
永
二
年

〓

1月
の
京
除
目
の
際
に
､

参
議
左
大
弁
重
資
の
代
勤
と
し
て
執
筆
を
担
当
し
た
｡
参
議
左
大
弁
為
隆
は

保
安
四
年

〓

1月
京
除
目
か
ら
大
治
三
年

〓

1月
京
除
目
ま
で
の

一
1
回
の

除
目
執
筆
を
担
当
し

て

い
る
(23)｡
経
房
と
同
様
に
､
為
房
も
為
隆
も
別
記

を
作
成
す
る
な
ど
し
て
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
い
た
は
ず
だ
が
'
執
筆
作

法
は
公
事
の
な
か
で
も
特
に
複
雑
で
あ
っ
た
か
ら
､
経
房
自
身
｢為
二
大
弁
i

勤
二
仕
執
筆
∴

尤
可
レ
訪
二
固
実
丁之
故
也
｣
(a
)と
書
い
て

い
る
よ
う

に
､

経
験
豊
富
な
有
職
の
人
か
ら
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
だ

っ
た
八g
)0

経
宗
は
､
参
議
左
中
将
と
し
て
久
安
六
年

〓

1月
に

1
度
､
右
大
臣
と
し

て
長
寛
二
年

一
一
月
か
ら
永
万
元
年
正
月
ま
で
の
二
回
､
左
大
臣
と
し
て
承

安
四
年
正
月
か
ら
安
元
元
年
正
月
ま
で
の
二
回
'
除
目
の
執
筆
を
担
当
し
た
｡

源
雅
頼
は
参
議
左
大
弁
と
し
て
永
万
元
年

1
0
月
か
ら
嘉
応
元
年
正
月
ま
で

の
七
回
の
除
目
で
執
筆
を
勤
め
た
(引
)｡
忠
親
に
は
執
筆
の
経
験
が
な
い
.A

忠
親
は
仁
安
二
年
に
権
中
納
言
に
昇
-
､
右
衛
門
督
兼
検
非
違
使
別
当
'

中
宮
(乎
徳
子
)権
大
夫
､
春
宮
(言
仁
=

安
徳
)大
夫
な
ど
を
経
て
治
承
四
年

に
は
正
二
位
権
中
納
言
で
あ

っ
た
｡
養
和
元
年
に
建
礼
門
院
別
当
'
寿
永
元

年
に
中
納
言
に
転
じ
た
｡
執
筆
の
経
験
の
な
い
忠
親
が
経
房
か
ら
の
問
い
を

受
け
た
の
は
'
次
に
示
す
よ
う
に
左
府
経
宗
か
ら
も

1
日
置
か
れ
る
ほ
ど
の

二
五



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
学
論
叢

第
六
十
二
号

(二
〇
〇
三
年
)

有
職
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
(望
｡

左
大
弁
(
経
房
､
)談
日
'
除
目
執
筆
事
申
二
請
左
大
臣
一之
処
'
被
レ
示
日
､

堀
河
中
納
言
(
予
事
也
､
)
当
世
於
二
公
事

義
州二
一
失

1之
人
也
'
熟
知
二
執

筆
故
実

一敗
へ
汝
為
二
親
眠
一之
間
､
若
被
二
漏
聞
I者
我
知
慮
之
程
尤
恥
申

者
､
此
事
被
レ
糊
欺
'

④
第

Ⅳ
期

寿
永
元
年
七
月
ご
ろ
～
建
久
四
年
(
二

九
三
)

表
I
に
は
日
記
の
残
る
文
治
元
年
ま
で
し
か
載
せ
て
い
な
い
が
､
『
吉
部

秘
訓
紗
』
(F:)に
拠

っ
て
建
久
四
年
ま

で
を
第
Ⅳ
期
と
す

る
｡
経
房
は
元
暦

元
年
に
権
中
納
言
に
昇
-
､
翌
文
治
元
年
に
大
事
権
帥
を
兼
ね
た
が
､
同
六

年
に
権
帥
を
辞
し
て
民
部
卿
と
な
っ
た
｡
ま
た
､
文
治
元
年
に
は
関
東
申
次

と
な

っ
て
､
源
頼
朝
と
後
白
河
院
を
結
ぶ
役
と
し
て
活
躍
し
た
気
.).
官
位

に
つ
い
て
は
'
同
四
年
に
従
二
位
に
'
建
久
二
年
に
正
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
｡

こ
の
時
期
に
は
､
Ⅲ
期
ま
で
と
比
較
す
る
と
､
経
房
が
楓
諌
を
与
え
る
立

場
に
立
つ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
｡
寿
永
元
年
八
月
の
亮
子
内
親
王
立
后
が
契

機
と
な

っ
た
｡

同
月

一
四
日
に
亮
子
が
皇
后
と
な
り
､
宮
司
除
目
が
お
こ
な

わ
れ
て
'
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
た
｡

大
夫
正
二
位
藤
原
実
房

権
大
夫
正
三
位
藤
原
実
守

亮
正
四
位
下
高
階
泰
経

･権
亮
正
五
位
下
藤
原
公
衡

大
進
正
五
位
下
藤
原
親
雅

･
権
大
進
正
五
位
下
藤
原
定
経

権
大
進
従
五
位
下
藤
原
長
経

少
進
従
五
位
下
藤
原
家
実

権
少
進
正
六
位
上
藤
原
光
茂

二
1六

立
后
の
前
後
を
通
し
て
経
房
は
､
立
后
を
奉
行
す
る
予
定
だ

っ
た
蔵
人
少

柿
(定
長
)
'
定
長
に
替
わ

っ
た
親
雅
､.
蔵
人
宮
内
少
輔
平
親
経
､
大
蔵
卿
高

階
泰
経
'
三
条
大
納
言
実
房
､
皇
后
官
権
大
夫
実
守
等
か
ら
の
問
い
に

1
々

応
じ
､
場
合
に
よ
っ
て
は
'
立
后
文
書
､
｢永
承
日
記
｣
'
｢永
久
重
隆
記
｣
な

ど
の
立
后
関
連
記
録
を
貸
与
し
て
い
る
｡

経
房
に
問
い
が
集
中
し
た
の
.は
､

経
房
が
仁
安
三
年
に
皇
太
后
宮
大
進
と
し
て
平
滋
子
立
后
に
携
わ
っ
た
経
験

を
持
つ
こ
と
に
加
え
て
'多
-
の
.関
連
文
書
を
蓄
え
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡

寿
永
二
年
以
降
に
は
'
内
麻
呂
流
の
兼
光
(頭
弁
1
参
議
右
大
弁
)
か
ら
問

い
を
受
け
る
こ
と
が
多
-
な

っ
た
｡
右
少
弁
親
経
に
も
教
え
を
与
え
た
｡
高

棟
流
桓
武
平
氏
の
権
弁
基
親
や
蔵
人
左
佐
棟
範
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
｡
勧
修
寺
流
の
中
で
は
光
綱
や
光
長
'
定
経
､
右
佐
長
房
の
ほ
か
､
傍
系

親
族
の
右
大
弁
親
雅
や
頭
右
大
弁
宗
頼
か
ら
も
尋
ね
ら
れ
た
｡

当
該
期
に
も
'
｢但
州
御
記
｣
｢
祖
父
御
記
｣
な
ど
父
祖
の
日
記
か
ら
引
勘

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
続
い
た
｡
回
数
は
少
な
い
が
傍
系
親
族
の
惟
方
や
朝

方
に
尋
ね
て
い
る
｡
惟
方

垂
は
顕
碑
の
男
で
長
家
流
俊
忠
女
(二
条
天
皇
乳

母
)
を
母
と
す
る
｡
皇
后
宮
(得
子
)
権
大
進
､
勘
解
由
次
官
'
春
宮
(守
仁
)

大
進
､
権
右
少
弁
か
ら
右
中
弁
の
弁
官
歴
､
左

･
右
衛
門
権
住
､
蔵
人
頭
､

左

･
右
兵
衛
督
､
参
議
な
ど
を
歴
任
し
た
が
'
二
条
天
皇
親
政
派
と
し
て
永

暦
元
年
(
二

六

〇
)長
門
国
に
配
流
さ
れ
た
折
に
出
家
し
た
｡
仁
安
元
年

二

二
ハ
六
)
に
召
還
さ
れ
て
か
ら
は
歌
人
と
し
て
余
生
を
送
っ
て
い
た
｡
朝

方
は
､
治
承
三
年
(
二

七
九
)
に
権
中
納
言
､
寿
永
二
年
(
二

八
三
)
に
中

納
言
､
文
治
四
年
に
権
大
納
言
に
昇

っ
た
が
､
寿
永
二
年
お
よ
び
文
治
五
年

に
解
官
処
分
に
遭

っ
て
い
る
｡
経
房
が
ふ
た
-
に
尋
ね
て
い
る
の
は
'
･二

門
遺
老
也
'
尤
可
レ
貴
之
人
｣
｢当
家
古
老
｣
(R
)と
し
て
の
惟
方
､
｢道
之
先

達
又
家
之
長
老
｣
(37
)
と
し
て
の
朝
方
を
尊
重
し
て
の
こ
と
だ

っ
た
の
だ
ろ
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う
｡
図
1
で
見
る
よ
う
に
､

一
門
先
達
が
次
々
と
死
去
し
て
い
く
な
か
で
'

惟
方
と
朝
方
は
長
命
で
あ
っ
た
(R
)0

経
房
が
師
か
ら
公
事
に
つ
い
て
教
え
を
受
け
る
こ
と
も
引
き
続
い
た
が
､

左
府
経
宗
は
文
治
五
年
七
菱
じ
た
｡
恵
親
か
ら
は
変
わ
ら
ず
教
え
を
受
け
続

け
た
｡
ほ
か
に
忠
親
の
兄
に
あ
た
る
忠
雅
や
､
公
季
流
の
突
戻
に
も
し
ば
し

ば
尋
ね
て
い
る
?
.

忠
雅
は
嘉
応
二
年
に
太
政
大
臣
を
辞
し
て
お
久

喜
口郡

秘
訓
紗
』
に
は
｢相
国
禅
門
｣
と
t
て
登
場
す
る
｡
経
房
は
忠
雅
を
｢当
世
国
老
｣

と
称
し
て
そ
の
有
職
を
高
-
評
価
⊥
て
い
だ
.
建
久
二
,
111年
に
は
忠
雅
の

男
右
大
臣
兼
雅
i
)も
公
事
に
関
し
て
言
談
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
.
実
房
は
公

教
の
男
で
､
経
房
の
箪
公
時
の
叔
父
に
あ
た
る
｡
寿
永
元
年
に
大
納
言
実
房

は
皇
后
宮
大
夫
に
な
-
､
右
大
将
､
左
大
将
を
兼
任
し
た
あ
と
文
治
五
年
に

右
大
臣
､
建
久
元
年
に
左
大
臣
と
な
っ
た
｡
任
皇
后
宮
大
夫
を
機
に
経
房
と

公
事
の
問
答
を
お
こ
を
つ
よ
う
に
な
り
'
建
久
四
年
ま
で
そ
.の
関
係
は
続
い

た
｡
突
戻
は
経
房
よ
-
五
歳
下
だ
っ
た
が
､
朝
儀
典
礼
に
通
じ
:て
い
た
｡
ま

た
､
左
府
経
宗
の
輩
に
あ
た
っ
た
｡
実
房
は
､
経
房
か
ら
の
問
い
に
対
し
て

経
宗
の
説
.や
命
を
示
し
て
い
る
(?.)か
ら
､
男
経
宗
か
ら
訊
諌
計
受
け
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
経
房
に
と
っ
て
実
房
は
左
府
経
宗
に
代
わ
る
存
在

と
な
っ
た
｡

第
三
節

経
房
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

表
2
は
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
四
期
に
つ
い
て
､
経
房
が
教
え
を
受
け

た
相
手
と
教
え
を
与
え
た
相
手
に
分
け
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡
経
房
に

と
っ
て
の
､
そ
れ
ぞ
れ
の
人
脈
の
位
置
づ
け
に
視
点
を
お
い
て
考
え
て
み
た

1

0
､.∨

二
八

①

直
系
の
父
祖

経
房
の
曾
祖
父
為
房
は
永
久
三
年
(
1
1
1
五
)
に
'
祖
父
為
隆
は
大
治
五

午
(
1
二
二
〇
)に
妾
じ
､
父
光
房
は
久
寿
元
年
(
二

五
四
)
に
卒
し
て
い
る

か
ら
'
経
房
が

二

一歳
の
段
階
で
す
で
に
直
系
の
父
祖
は
い
な
-
な
っ
た
こ

と
に
な
る
｡
経
房
は
､
｢
亡
父
之
時
'
幼
少
之
間
不
覚
悟
｣

(40)と
述
べ
て
い

る
と
お
-
､
光
房
が
死
去
し
た
時
官
職
に
関
す
る
具
体
的
な
庭
訓
を
受
け
る

ほ
ど
に
は
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
｡
二
人
の
兄
も
早
世
し
た
｡
直
系
親
族
か

ら.
の
直
接
の
教
え
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
経
房
は
'
父
祖
の
日
記
を
し
ば
し

ば
利
用
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
常
に
父
祖
の
例
を
参
考
に
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
｡
如

用
で
き
な
い
と
き
に
は
ど
う
い
っ
た
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
｡

･
先
適
し
た
よ
う
に
経
房
の
祖
父
と
父
は
廷
尉
佐
を
経
て
い
な
か
っ
た
.
経

房
は
｢
交
祖
不
レ
経
二
此
職
1､
偏
可
レ
逐
二
曾
祖
父
之
跡
1､
･･････不
レ
可
レ
求
二

他
例
l､
只
可
レ
逐
二曾
祖
之
跡

L
(-I)と
害
い
七

､
曾
祖
父
の
例
に
従
う

べ

き
だ
と
し
て
い
る
｡
】

三
景
応
元
年
(
二

六
九
)
三
月

二
二
日
条
に
よ
れ
ば
'
後
白
河
上
皇
高
野
山

御
幸
の
雇
従
の
装
束
に
つ
い
て
､
入
道
大
納
言
光
頼

･
堀
河
納
言
忠
親

･
大

＼理
平
時
忠

･
平
相
公
親
範
ら
に
尋
ね
て
楓
諌
を
受
け
た
が
'
そ
れ
ぞ
れ
の

説
は
異
な
っ
て
い
た
｡
そ
こ
で
､-
壁
居
は
｢人
_々
訊
諌
各
々
不
レ
同
､
布
袴

･

衣
冠
丑
忘
㌻
難
者
'
雄
レ
背
二
先
例
1守
二
家
記
1着
二
衣
冠
1叶
二
時
儀
l欺
､
今

度
為
.･I顧
上
佐
1之
故
也
､
伍
着
二
衣
冠
こ
と
書
い
て
､
布
袴

･
衣
冠
の
い
ず

れ
で
も
難
が
な
い
の
な
ら
｣
先
例
に
は
背
い
て
も
家
記
を
守

っ
て
衣
冠
を
着

す
､
と
い
う
判
断
を
し
て
い
る
｡

右
の
二
例
に
は
父
祖
の
説
に
こ
だ
わ
る
経
房
の
考
え
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
｡
し
か
し
'
家
記
に
父
祖
の
例
が
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
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表2 経房の公事作法伝習過程

(｣)や-JTヾサ8Sm轟対敵か･1番呼熊講朝沖 :斗革

時期 主な官歴 人脈 教えを受ける 教えを与える.

第 Ⅰ期仁安元年(1166)～ 砂解由次官 直系の父祖.子弟 隆方.為房.為隆.光房.憲方の日記や記録類を参照o傍系親族 顕隆.垂隆.朝隆らの日記などを参照し､親隆.顕頼.

承安2年(1172) 五位蔵人 顕能らの例を参考にし､朝方 .為親 .長方 .光頼 .

三事兼帯して本格的な実務宮人生活のスタートした時期 検非違使佐皇太后宮大進左少弁権右中弁 成頼らに尋ねるo
名家 高横流桓武平氏の範家の日記や行親.実親の例を参考にし､親範.時息から教えを受けるo内麻呂流の俊経に尋ねるo

有職 忠親に教えを請うことがあった○

第Ⅲ期承安4年(1174)～ 権右中弁 直系の父祖.子弟 為房の説を参照すo (光綱.光長.定長と文事o)_光長.定長に訊諌すo傍系親族 朝方に尋ねるo光雅.盛隆と廷尉佐作法について語るo

安元2年(1176)6月弟や聾と文事の稽古を通じてつながりを深めた時期 右中弁 重隆の日記を引勘すo

名家 平範家の日記を参照o

その他 (菅原長守と文事o成光 .光経らと文道を談ずC) (聾公時と文事o)

第Ⅲ期治承4年(1180)～ 左中弁 直系の父祖.子弟 為房.為隆の日記を引勘するo傍系親族 惟方に廷尉故実を問うo長方.朝方.垂方.朝隆.顕隆

寿永元年(1182)4月重職に就き､師から公事作法の教えを受けた時期 蔵人頭右大弁参議左大弁 の例を参照し､長隆の日記を引勘すO-

名家 乎範家の例を参照し､親範の謁諌を受けるo俊経から示されるo

有職 経宗.忠親に師事o経宗 .忠親.源雅腐らから執筆作法の教訓を受けるo隆李と言談o

その他 公実.実守の例を参照すo 摂政基通からの諮問を受けるo蔵人兼時に訊諌す○

第Ⅳ期寿永元年(1182)7月-建久4年(1193)謁譲を与える立場になった時期 参議左大弁権中納言大事権帥民部卿 直系の父祖.子弟 隆方.為房 .為隆の日記を参照○ 光綱.光長.定長.定経 .長房に訊諌すo

傍系親族 朝隆の_日記を参照o惟方 .朝方から教えを受けるo 親雅.宗鹿に訊諌すo

名家 平親範から示されるo 内麻呂流の親経に立后のことを教訓す○兼光から尋ねられるo桓武平氏の親宗.基親 .棟範から尋ねられるo

有職 経宗.忠親 .実房 .忠雅から教えを受ける○
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も
な
い
｡
仁
安
二
年
(
二

六
七
)
九
月
二
八
日
の
非
常
警
固
の
装
束
に
関
し

て
｢
曾
祖
父
大
府
卿
御
抄
｣
を
引
勘
し
た
が
､
｢
何
年
依
二
何
事

壷
由

之
時
被

レ
帯
之
由
｣
が
載

っ
て

い
な

か

っ
た
｡
嘉
応
二
年
四
月

1
六
日
の
摂
政
基
房

の
賀
茂
請
に
際
し
て
御
前
作
法
を
家
記
で
引
勘
し
ょ
う
と
し
た
が
'
｢
抑
御

前
作
法
大
府
卿
御
記
不
レ
被
レ
注
レ
之
'
坊
城
殿
御
記
維
レ
有
二
所
見

｢

似
レ

不
二
分
明
一､
先
人
(
光
房
)被
レ
勤
二
宇
治
左
府
御
前

lt
同
不
レ
注
二
作
法

こ
と
､

為
房

･
為
隆

･
光
房
三
代
の
日
記
を
見
て
.も
不
分
明
で
あ

っ
た
｡
こ
う
し
た

場
合
に
は
先
達
(傍
系
親
族
や
姻
戚
)

に
尋
ね
た
へ

そ
の
日
記
を
引
い
美
り

す
る
し
か
な
か

っ
た
｡

②
傍
系
親
族

早
-
に
父
祖
や
兄
を
亡
-
し
た
経
房
に
と

っ
て
､勧
修
寺
流
の
人
び
と
は
､

直
接
の
教
え
を
乞
う
た
-
日
記
を
利
用
.n
せ
て
も
ら
う
た
め
の
大
事
な
ネ

ッ

ー
ワ
ー
ク
で
あ

っ
た
｡
表

2
と
系
図

2
を
対
照
し
て
見
れ
ば
､
経
房
が
日
記

を
引
勘
し
､
ま
た
教
え
を
受
け
た
勧
修
寺
流
の
人
び
と
が
ひ
と
つ
の
流
れ
に
･

集
中
す
る
こ
と
な
く
諸
流
に
ま
た
が

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
と
は
い
っ

て
も
､
勧
修
寺
流
な
ら
ば
誰
で
も
よ
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
｡
嘉
応
元
年
六

月
二
三
日
条
で
は
'
尭

常
赦
で
廷
尉
値
が
胡
諒
を
帯
す
る
こ
と
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
｡

一
門
之
中
両
説
相
分
､
然
而
父
祖
不
レ
経
二
此
職

一､
可
レ
逐
二
伯
父
憲
方
朝

臣
之
例

1処
､
就
二
九
条
戸
部
説

叫不
レ
帯
レ
之
云
々
､
但
未
レ
見
二
憧
記

iI

余
非
二
都
護
之
子
孫

i.
又
不
レ
伝
二
彼
説

1'･
守
二
大
府
卿
御
記

i去
年
帯
レ

之
'
二
条
金
吾
依
二
彼
御
説

1帯
之
由
憶
所
レ
記
也
､
尤
可
二
指
南
一欺
､
猶

依
二
不
審

1尋
二
皇
后
官
権
大
夫
(
朝
方
V
i
之
処
､
冷
泉
納
言
記
所
レ
被
二
注

送
丁也
､
守
二
卿
殿
御
記
上
帯
レ
之
云
々
､
但
示
二
合
九
条
戸
部

l被
レ
帯
二
平

三
〇

胡
漆

山'
子
細
見
二
彼
記

1'
平
胡
諒
頗
錐
レ
不
二
甘
心

1､
用
之
条
尤
叶

1

愚
案

lt

非
常
赦
の
装
束
に
関
し
て
は
､
前
年
(仁
安
三
年
)
に
も
同
様
の
疑
義
が
生

じ
て
経
房
が

一
門
諸
説
を
尋
ね
た
こ
と
は
先
述
t
た
が
､
あ
ら
た
め
て
経
房

は
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
｡
祖
父
と
父
が
廷
尉
佐
を
経
て
い
な
い
の
で
'

伯
父
憲
方
の
例
に
倣
う
べ
き
だ
が
'
憲
方
は
九
条
戸
部
顕
頬
の
説
に
従

っ
そ

胡
諒
を
帯
き
な
か

っ
た
ら
し
い
｡
自
分
は
都
護
顕
隆
の
子
孫
で
は
な
い
し
そ

の
説
を
伝
え
る
立
場
で
は
な
い
｡.
去
年
は
大
府
卿
為
房
の
記
録
を
守

っ
て
帯

し
た
｡
二
条
金
吾
重
隆
は
大
府
卿
の
説
に
よ
り
帯
し
た
と
記
録
に
あ
り
､.も

っ

と
･P
指
南
と
す

べ
き

で
あ
る
.
な
お
不
審
な

の
で
皇
后
官
権
大
夫
朝
方
に

尋
ね
た
と
こ
ろ
冷
泉
納
言
朝
隆
の
記
録
を
注
し
て
送

っ
て
-
れ
た
?
そ
れ
に

よ
れ
ば
､
朝
隆
は
大
府
卿
の
記
録
を
守

っ
て
帯
し
て
い
た
よ
う
だ
｡
た
だ
し

_
九
条
戸
部
に
示
し
合
わ
せ
て
平
胡
諒
を
帯
し
た
と

い
う
こ
と
だ
｡
平
胡
諒
に

つ
い
て
は
甘
心
で
き
な
い
が
､
胡
諒
を
用
い
た
点
は
自
分
の
案
に
叶

っ
て
い

る
｡
こ
の
判
断
経
緯
か
ら
､
経
房
が
､
曾
祖
父
為
房
の
説
を
最
優
先
し
て
い

る
(傍
線
部
)
こ
.と
と
､
説
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
に
は
勧
修
寺
流
の
な
か
で

も
為
房
説
に
基
づ
い
て
い
る
人
の
説
を
採
用
し
ょ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
｡

③
名
家
の
先
達

養
和
元
年
(
二

八
〇
)九
月
､経
房
は
右
大
弁
に
補
さ
れ
た
｡
経
房
に
と

っ

て
の
先
達
つ
ま
-
右
大
弁
経
験
者
を
在
任
年
の
古

い
方
か
ら

一
〇
人
あ
げ
る

と
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

保
元
元
年
(
二

五
六
)
～
同
二
年

平
範
家
(高
棟
流
桓
武
平
氏
)
-

死
去

～
保
元
三
年
(
二

五
八
)

顕
時
(勧
修
寺
流
)
･

･
死
去

～
永
暦
元
年
(
一
二
ハ
○
)

資
長
(内
麻
呂
流
)
-

･
養
和
元
年
二
月
出
家



～
永
万
元
年
二

二
ハ
五
)

～
仁
安
元
年
(
二

六
六
)

仁
安
二
年
二

二
ハ
七
)

～
嘉
応
二
年
(
二

七
〇
)

～
安
元
元
年
〓

1
七
五
)

～
治
承
三
年
(
二

七
九
)

～
養
和
元
年

源
雅
頼
(村
上
源
氏
)

朝
方
(勧
修
寺
流
)

平
時
忠
(高
棟
流
桓
武
平
氏
)

実
綱
(公
季
流
)
･
･
･
死
去

俊
経
(内
麻
呂
洗
)

長
方
(勧
修
寺
流
)

重
方
(勧
修
寺
流
)
-

･
養
和
元
年
八
月
出
家

右
の
う
ち
､
範
家

･
顕
時

･
実
綱
は
す
で
に
死
去
し
て
い
た
か
ら
残
る
の

は
七
人
だ
が
､
経
房
は
誰
か
ら
訊
諌
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
右
大
弁
と

な
っ
て
間
も
な
く
'
経
房
は
九
月
二
七
日
に
大
夫
史
小
槻
隆
職
に
逢
う
こ
と

に
な
っ
た
｡
そ
の
際
に
式
部
大
輔
俊
経
か
ら
､
五
位
史
座
と
し
て
紫
帖
を
敷

く
よ
う
に
と
言
わ
れ
､
こ
の
説
に
つ
い
て
先
達
た
ち
に
尋
ね
て
い
る
｡
前
納

言
源
雅
頬

･
左
衛
門
督
平
時
忠

二
二
条
納
言
朝
方
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

示
さ
な
か
っ
た
､
左
大
弁
長
方
も
敷
か
な
か
っ
た
t
と
い
う
｡
従
っ
て
七
人

中
出
家
し
た
二
人
を
除
い
た
す
べ
て
の
先
達
の
説
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
｡
ま
た
､
戸
部
禅
門
親
範
を
通
じ
て
範
家
が
紫
帖
を
敷
い
て
い
た
こ
と

を
聞
い
て
い
る
｡

当
時
､
弁
官
を
初
め
と
し
て
勧
修
寺
流
の
人
び
と
が
就
く
官
職
は
'
名
家

に
よ
っ
て
ほ
ほ
占
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
､
経
房
に
と

っ
て
の
先
達
の
ほ
と
ん

ど
は
名
家
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
名
家
三
流
の
な
か
で
も
経
房
に
と

っ

て

1
門
先
達
が
も

っ
と
も
身
近
で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
次
い

で
姻
戚
で
あ
る
高
棟
流
桓
武
平
氏
の
時
忠
や
親
範
か
ら
楓
諌
を
受
け
る
こ
と

が
多
か
っ
た
｡

④
有
職

菱
和
元
年
九
月
二
七
日
任
右
大
弁
の
慶
申
時
､
経
房
は
烏
経
巡
方
を
用
い

鈴
木
‥
公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
経
房
の
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク

(下
)

た
｡
丸
鞘
を
用
い
る
べ
く
楓
諌
す
る
人
び
と
が
あ

っ
た
が
､
平
範
家
や
自
身

の
先
例
､堀
河
中
納
言
忠
親
か
ら
の
楓
諌
も
あ

っ
て
烏
犀
巡
方
を
採
用
し
た
｡

そ
の
忠
親
の
こ
と
を
｢錐
レ
非
二
当
職
先
達
∴

時
之
有
職
｣
と
し
て
い
る
｡

経

房
に
と
っ
て
忠
親
の
よ
う
な
有
職
の
人
は
先
達
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
｡
だ
か
ら
､
治
承
四
年
四
月
二
日
の
中
宮
御
硬
で
経
房
が
中

宮
の
陪
膳
を
勤
め

た
際
に
｢
后
宮
御
硬
役
供
人
不
レ
撒
之
以
前
'
不
レ
抜
レ
第

之
由
､
保
元
之
比
補
二
宮
司
一之
時
､
平
三
品
有
二
親
諌
1､
両
昨
日
示
二
合
堀

河
納
言
1之
処
'
無
二
甘
心
気
)'
偽
今
日
抜
レ
第
帰
去
｣
と
､
勇
で
も
あ
り
先

達
で
も
あ
る
平
三
品
範
家
の
説
が
忠
親
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
と
､
忠
親
説

を
用
い
た
｡
そ
の
後
も
｢
予
昇
進
以
後

1
用
二
納
言
説
こ
､
｢
予
備
二
公
事

l之

(偏
)

時

錦

随

二
堀
河
亜
相
訊
諌
1'
仰
随
二
彼
所
為
-畢
｣
(sf)と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
'

経
房
は
公
事
に
関
し
て
は
偏
に
忠
親
に
従

っ
た
｡

お
わ
り
に

経
房
の
仁
安
元
年
か
ら
建
久
四
年
ま
で
の
公
事
作
法
伝
習
に
関
す
る
人
脈

網
を
み
て
き
た
わ
け
だ
が
､

〓
貝
し
て
父
祖
や
大
叔
父
な
ど
故
人
の
日
記
を

引
勘
す
る
い
っ
ほ
う
で
'
就
い
た
官
職
に
応
じ
て
相
手
を
選
び
的
確
な
楓
諌

を
受
け
よ
う
と
し
て
い
た
｡
初
期
は
傍
系
親
族
や
姻
戚
に
頼
り
'
あ
と
に
な

る
と
有
職
の
人
に
広
が
り
を
見
せ
た
｡
図
1
に
よ
れ
ば
､
第
-
期
に
は
六
人

い
た

1
門
先
達
が
第
Ⅱ
期
以
降
に
は
四
人
に
減
っ
て
い
る
｡
経
房
が
年
を
重

ね
て
い
く
ほ
ど
に
年
長
の
傍
系
親
族
は
少
な
-
な
-
､
逆
に
経
房
よ
-
若
い

世
代
が
増
え
て
い
-
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
.
第
Ⅲ
期
以
降
､

一
門
先

達
の
数
と
反
比
例
す
る
か
た
ち
で
､
有
職
(忠
親

･
経
宗

･
実
房

･
忠
雅
)
や

公
季
流
(夷
守

･
実
家

･
実
走
)
な
ど
に
交
流
相
手
が
広
が
っ
て
い
る
｡
経
房

の
官
位
が
あ
が
れ
ば
'
交
流
相
手
の
朝
儀
典
礼
へ
の
造
詣
の
深
さ
と
家
格
の

三

一



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
学
論
叢

第
六
十
二
号

(二
〇
〇
三
年
)

高
さ
が
増
し
て
い
っ
た
の
も
当
然
だ
ろ
う
｡

経
房
は
､
早
-
に
父
祖
や
勇
を
亡
く
し
て
も
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

支
え
ら
れ
て
職
務
を
遂
行
で
き
た
｡
官
職
世
襲
化
の
結
果
'

二

一世
紀
半
ば

以
降
'
低
年
齢
化
と

l
官
職
あ
た
-
の
在
任
期
間
の
短
縮
化
傾
向
が
進
ん
だ

が
'
長
い
経
験
を
積
ん
で
実
務
官
僚
と
し
て
の
力
量
を
体
得
し
て
い
く
従
来

の
態
勢
が
-
ず
れ
て
も
'
経
房
の
よ
う
な
人
脈
網
が
あ
れ
ば
､
公
事
作
法
を

効
率
的
に
伝
習
で
き
た
｡
同
じ
官
職
を
世
襲
す
る
家
が
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
こ

と
も
､
ネ
ッ
ー
ワ
ー
ク
作
-

の
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
(S･)｡
今
後
は
経
房

以
外
の
例
を
検
証
し
て
､
家
格
の
成
立
が
公
事
作
法
伝
習
の
ネ
ッ
-
ア
ー
ク

作
-
と
同
時
に
進
行
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
.

註
(
13
).『書
記
』
治
承
四
年
四
月
二
日
条
に
.よ
れ
ば
､
経
房
は
保
元
三
年
皇
后

官
権
大
進
に
任
ぜ
ら
れ
た
頃
に
範
家
か
ら
楓
諌
を
受
け
た
と
い
う
｡-

.(
1
)
『山
根
記
』
治
承
三
年
二
月
二
四
日
条
｡

､(
15
)
忠
親
と
経
房
姉
妹
の
間
の
子
兼
宗
は
長
寛
元
年
(
一
一
六
三
)
に
誕
生

し
て
い
る
か
ら
､
簡
Ⅰ
期
の
初
め
に
は
す
で
に
ふ
た
-
の
婚
姻
関
係

は
成
立
し
て
い
た
?
忠
親
が
経
房
弟
隆
遍
(
二

四
五
～
〓
:1･い〇
五
)

を
猶
子
と
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
..

(
16
)

宮
崎
康
充
｢白
河

･
鳥
羽
院
政
期
の
検
非
違
使
佐
｣
､
四

一
七
頁
｡
安

田
元
久
先
生
退
任
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
『中
世
日
本
の
諸
相
』
上

巻
､
吉
川
弘
文
館
､

1
九
八
九
､
所
収
.

(
け
)
為
成
が
経
房
の
猶
子
に
な
ウ
た
時
期
は
不
明
｡
承
安
二
年
に
為
親
が

卒
去
し
た
後
か
も
し
れ
な
い
｡

(
18
)
実
際
に
重
隆
は
『
雲
図
秒
』
『
蓬
莱
抄
』
な
･ど
の
公
事
作
法
に
関
す
る

三
二

書
を
著
し
た
有
職
の
人
で
あ
っ
た
｡

(
19
)
『職
原
抄
』
五
位
蔵
人
の
項
｡

(
20
)
松
薗
斉
｢勧
修
寺
流
藤
原
氏
｣
､
前
掲
註
(-
)書
第
九
章
｡

(
21
)
『新
任
弁
官
抄
』
御
願
寺
事
(『群
書
類
従
』
公
事
部
)
に
｢諸
公
事
錐
レ
見

二
諸
記
次
第
∴

不
レ
聞
二
先
達
口
伝
l者
､
猶
以
蒙
昧
也
｣
と

あ

る
｡

な
お
口
伝
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
鈴
木
理
恵
｢
平
安
貴
族
社
会
に
お

け

る
自
伝
の
位
置
｣
'
･『
日
本
教
育
史
研
究
』
二
二
号
､

1
九
九
四
､

参
照
｡

(乃
こ

『尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
経
房
の
親
行
舜
は
親
宗
女
を
母
と
す
る
と
あ

る
｡
こ
れ
に
従
っ
て
､
前
号
四

一
頁
の
系
図
1
で
光
房
と
親
宗
の
間

に
婚
姻
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
し
た
が
､
行
舜
が
誕
生
し
た
と
さ
れ

る
永
暦
元
年
(
二

六
〇
)に
は
光
房
は
す
で
に
他
界
し
て
い
る
｡
ま

た
､
親
宗
は
天
養
元
年
(
一
一
四
四
)
に
誕
生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
'
そ
の
女
が
行
舜
を
産
む
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
｡

(
.

E
3)
『今
鏡
』･･(巻
二
す
べ
･ら
ぎ
の
中
､
釣
せ
ぬ
浦
々
)
に
｢顕
隆
と
聞
こ
スゝ

し
中
納
言
､
世
に
は
夜
の
関
白
な
ど
聞
え
L
も
､
ま
た
下
膿
に
お
は

し
け
る
時
弁
に
な
さ
む
と
思
し
召
す
に
'
｢
詩
作
ら
で
は
い
か
ヾ
な

ら
む
､
四
韻
の
文
作
る
も
の
こ
そ
弁
に
は
な
れ
｣
と
仰
せ
ら
れ
け
れ

ば
､
驚
き
て
好
み
な
ど
せ
ら
れ
け
る
と
か
や
｣
と
あ
る
｡
ま
た
､
『官

職
秘
抄
』
弁
の
項
'
『
本
朝
続
文
粋
』
七
保
安
三
年

二

一月
九
日
藤
原

敦
光
書
状
､
『朝
野
群
載
』
巻
第
九
大
江
匡
衡
弁
官
申
文
な
ど
に
よ
っ

て
儒
者
弁

･
文
章
生
弁
が
必
ず
置
か
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
?

(
24
)

弥
永
貞
三

｢
仁
和
二
年
の
内
宴
｣
(
坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会

編
『
日
本
古
代
史
論
集
』
下
､
吉
川
弘
文
館
､

一
九
六
二
)､
工
藤
重

.
矩
｢
蔵
人
所
の
文
学
的
活
動
に
つ
い
て
-
字
多

･
醍
醐

･
村
上
朝
を



中
心
に
-

｣
(『
国
語
と
国
文
学
』
四
九
-
六
､
一
九
七
二
)
､
鈴
木
理

恵
｢
文
章
生
の
氏
族
固
定
-
参
議
中
の
文
章
生

･
文
章
得
業
生
出
身

者
の
官
歴
分
析
-
｣
(『
中
国

･
四
国
教
育
学
会
教
育
学
研
究
紀
要
』

三

二

1
九
八
六
)
､
宮
崎
康
充
'
前
掲
註
(
1
)論
文
'
四
二
五
頁
.

(
25
)
経
房
､
走
長
､
定
経
､
光
頼
'
親
雅
､
宗
頼
な
ど
は
｢
文
人
｣
と
し
て

作
文
に
出
席
し
て
お
り
(『玉
葉
』
文
治
三
年
二
月
九
日

･
二
七
日
条
'

『
台
記
』
久
安
三
年
八
月
二
九
日
条
な
ど
)
､
漢
文
学
に
通
じ
て
い
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
｡
な
お
｢文
人
｣
に
つ
い
て
は
'
工
藤
重
矩
｢
平
安

朝
に
お
け
る
｢
文
人
｣
に
つ
い
て
｣
(『
平
安
朝
律
令
社
会
の
文
学
』
､

ぺ
-
か
ん
社
､

1
九
九
三
)を
参
照
｡

(a
)
忠
親
の
日
記
『山
根
記
』
に
よ
れ
ば
治
承
二
･三
年
(『書
記
』
の
欠
け
て

い
る
部
分
)
に
経
房
が
忠
親
に
師
事
し
た
経
緯
を
示
す
記
事
は
な
い
｡

た
だ
､
治
丞

二
年

二

月
四
日
条
の
｢今
日
頭
弁
(
経
房
)被
t棄
入
一｣

と
い
う
記
事
や
同
月

1
九
日
に
行
わ
れ
た
賀
茂
臨
時
祭
で
神
楽
を
止

め
た
件
に
つ
い
て
後
日
経
房
が
忠
親
に
｢依
レ
雨
無
二御
神
楽
∴

有
二

先
例
一之
上
計
二
近
日
之
畢

所
レ
申
レ
止
也
｣
と
理
由
を
わ
ざ
わ
ざ
申

し
送
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
､
頭
弁
に
補
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
27
)
経
宗
に
つ
い
て
は
'
松
島
周

1
｢
藤
原
経
宗
の
生
涯
-

後
白
河
院

政
と
貴
族
層
に
つ
い
て
-

｣
'
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
四
二

(人
文
科
学
編
)
､

一
九
九
三
､
参
照
｡

(
FS)
内
閣
文
庫
蔵
『
叙
位
除
目
執
筆
抄
』
(
函
架
番
号
古

一
-
三
七
)
に
よ

る
｡
ま
た
､
吉
田
早
苗
｢
『大
間
成
文
抄
』
と
『春
除
目
抄
』｣
付
表
｢
『大

間
成
文
抄
』
『
春
除
目
抄
』
に
み
え
る
叙
位

･
除
目
の
実
例
の
分
布
｣

(『土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
』
'
吉
川
弘
文
館
'

1
九
八
四
､

鈴
木

‥
公
事
作
法
を
め
ぐ
る
藤
原
経
房
の
ネ

ツ
ー
ワ
ー
ク

(下
)

所
収
)
を
参
考
に
し
た
｡
為
隆
の
場
合
は
叙
位
執
筆
を

い
れ
れ
ば

一
七
回
に
な
る
｡
『
書
記
』
に
｢
天
治
大
治
之
比
勤
仕
及
二十
度

J
と

あ
る
よ
う
に
､
天
治

･
大
治
年
間
の
除
目
執
筆
の
み
で
あ
れ
ば

一
〇

回
と
な
る
｡

(29
)
寿
永
元
年
二
月
八
日
条
｡

(
30
)
名
家
の
人
び
と
の
な
か
に
も
除
目
執
筆
の
経
験
を
も
つ
平
親
範
(寡

応
二
年
正
月
の
県
除
目
で
参
議
と
し
て
執
筆
を
勤
め
た
)
や
長
方
(治

承
四
年

二

一月
と
菱
和
元
年
三
月
の
除
目
で
執
筆
を
担
当
し

た
)
が

い
た
が
､
経
房
が
ふ
た
-
に
執
筆
作
法
を
尋
ね
た
形
跡
は
見
ら
れ
な

い
｡
『蝉
鼻
翼
抄
』執
筆
仁
事
は
､
｢或
抄
云
｣
と
し
て
参
議
大
弁
が
執

筆
を
勤
め
る
場
合
に
は
､
左
大
臣
の
作
法
を
用
い
る
べ
L
t
と
い
う

説
を
引
い
て
い
る
｡
こ
う
し
た
説
が
流
布
し
て
い
た
た
め
に
左
大
臣

経
宗
の
教
え
を
必
要
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡

(
31
)
前
掲
註
(
28
)｡

(
32
)
『山
根
記
』
除
目
部
類
寿
永
元
年
正
月

i
四
日
条
｡

(
11
こ

内
閣
文
庫
蔵
『吉
部
秘
訓
紗
』
､
函
架
番
号

一
四
四
-
三
五
六
｡

(A
)
美
川
圭
｢
関
東
申
次
と
院
伝
奏
の
成
立
と
展
開
｣
､
『史
林
』
六
七
-

三
､
一
九
八
四
(同
『院
政
の
研
究
』
､
臨
川
書
店
'
一
九
九
六
㌧
所
収
)0

(
35
)
惟
方
に
つ
い
て
は
､
高
崎
由
理
｢
藤
原
惟
方
伝
｣
､
『
立
教
大
学
日
本

文
学
』
五
九
号
､

1
九
八
七
､
参
照
｡

(R
)
『書
記
』
寿
永
元
空

二
月

二
二
日
条
'
寿
永
二
年
七
月

1
日
条
o

(3
)
『吉
部
秘
訓
紗
』
文
治
二
年

〓

1月
二
七
日
条
｡

(
38
)
成
頬
に
つ
い
て
も
､
第
-
期
に
経
房
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
こ
と

や
比
較
的
長
命
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
､
第
Ⅲ
期
以
降
に
経
房

に
訊
諌
を
与
え
る

一
門
先
達
と
し
て
登
場
し
て
よ
さ
そ
う
だ
が
､
承

三
三



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
学
論
叢

第
六
十
二
号

(二
〇
〇
三
年
)

安
四
年
(
二

七
四
)
出
家
し
て
高
野
山
に
入

っ
て
い
た
｡

(
39
)
『吉
部
秘
訓
紗
』
文
治
四
年
四
月

一
六
日
条
､建
久
三
年
正
月
七
日
条
'

建
久
二
年

一
l
月

一
九
日
条
､
建
久
三
年
正
月
二
〇
日
条
な
ど
｡

(
40
)
『吉
部
秘
訓
紗
』
文
治
四
年
三
月
二
日
条
｡

(
4
)
『書
記
』
仁
安
三
年
二
月

一
六
日
条
｡

(
<N
)
『書
記
』
寿
永
元
年
八
月
二
二
日
条
'
『善
部
秘
訓
紗
』
文
治
四
年
四
月

八
日
条
｡

(
S
j)
鈴
木
理
恵
｢名
家
の
形
成
と
公
事
情
報
の
交
換
｣
'
『
日
本
歴
史
』

六
五
八
､
二
〇
〇
三
｡

四

前
号
(第
六

言
方
)
の
訂
正
(傍
点
部
が
誤
-
で
傍
線
部
が
訂
正
後
)

①
四

一
頁

一
七

行目
●

誤

姻
戚
(名

家
の
清
華

な
ど
)

正

姻
戚
(名
家
｣
清
華
な
ど
)

②
四

一
頁
系
図
-

正

勧
修
寺
涜
藤
原
氏
隆
方
の
妻
は
､
高
棟
流
桓
武
平
氏
行
親
の
女

③
四
二
頁
表

-
仁
安
元
年
経
房
の
経
歴

誤

上
西
門
判
官
代

正

上
西
門
閥
判
官
代

④
四
二
頁
表

-
仁
安
元
年
勧
修
寺
流
(為
隆
流
以
外
)
の
項●

誤

9
3
善
書
の
事
'
頭
弁
(朝
方
)
に
家
習
を
尋
ね
る
｡

正

9
3
青
書
の
事
､
頭
弁
(朝
方
)
に
家
習
を
尋
ね
､
新
相
公
(成
頼
)

の
近
例
を
参
照
す
る
｡

⑦
四
五
頁
表
-
承
安
四
年
内
麻
呂
流
の
項

●

誤

2
14
右
中
弁
(俊
経
)

正

2
14
右
大~
弁
(俊
経
)

⑧
四
六
頁
表
-
安
元
二
年

●
●
●

●
●
●

●●
●●

誤

為隆流(

直系･兄弟)

の項の
｢
第
と
扇
の
持
ち
手
､
-
-
経
房

●
●

衛
門
権
佐
当
時
故
右
中
弁

(光房)
の
説
に
依
る
｡
｣

正

｢第
と
扇
の
持
ち
手
､
･･････経
房
衛
門
権
佐
当
時
故
右
中
弁
(剖
親
)

の
説
に
依
る
｡
｣
と
し
た
う
え
で
'
勧
笥

(為
隆
流
以
州
1
の
項

-
の
｢
5
28
着
鉄
政
｡
｣
の
あ
と
に
移
動
す
る
.

⑨
四
九
頁
表
-
寿
永
元
年
経
房
関
係
の
項

●

誤

8
4
-
-
三
条

中納
言
に
仁
安
立
后
定
-
-

正

8
4
-
-
三
条
大
納
言
に
仁
安
立
后
定
-
-

⑲
五

一
頁
表
-
寿
永
二
年

●
●
●
●
●
●

誤

.経房関係の項の｢
12
23
官
掌
名
簿
に

つ
き
､

●●●●
前中納言の楓
諌

あ
り
｡
｣

正

｢前
判
綱
lご恩
封

mq
｣
と
し
た
う
え
で
､
勧
修
寺
流
(為
固
潮
以
州
叫

内
項
に
移
動
｡

⑪
五
二
頁
註

(-
)
1
0
行
目

●

誤

享
楽
真
帆
子

正

剥
楽
真
帆
子

.

⑤
四
二
頁
表
-
仁
安
元
年
師
の
項

●

誤

9
3
二
条
相
公
(忠
親
)

正

9
3
三
条
相
公
･(忠
親
)

⑥
四
二
頁
表
1
仁
安
二
年
経
房
関
係
お
よ
び
勧
修
寺
流
(為
隆
流
以
外
)
の
項

●

誤

5

23

正

5
22


